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要  旨 

 

発話末の「はい」「うん」「ええ」について 

 

 本研究は，日本のバラエティ番組から発話データを収集し，発話末につけられる肯定応

答詞「はい」「うん」「ええ」について，機能，使い分け，特徴の三つの視点から分析を行

うと考える。具体的な課題を以下のように設定した。 

 ①発話末における「はい」「うん」「ええ」はどのような機能を持っているか。 

 ②発話末における「はい」「うん」「ええ」には使い分けがあるか。 

  a.使い分けがある場合，どのように使い分けているか。 

    b.使い分けがない場合，使用率にはどのような差があるか。 

 ③「はい」「うん」「ええ」の使用について，どのような特徴を持っているか。 

 

 従来の応答詞に関する研究は，単一の表現にまつわる研究が少なく，複数の表現に関す

る対照比較が一般的である。研究内容を大きく分けて，肯定応答と否定応答に関する研究

には池上（1952）奥津（1989）中島（2001）が挙げられる一方，肯定と否定それぞれの類

似語に関する研究も多く存在する。 

本稿の中心「はい」「うん」「ええ」という三つの表現について，それらの機能や使い分

けに関わる研究は決して少なくない。しかし，発話末における用法に関する研究は非常に

稀である。挙げられる研究例として，田窪・金水（1997），渡辺（2013）は「はい」の発話

末における用法について分析し，冨樫（2002）は「はい」と「うん」の発話末における用

法を比較分析した。しかし，これらの研究においても発話末の用法に関する分量が少なく，

いずれも肯定判断の用法であると述べている。発話末における用法を中心とする研究が未

だに見かけていない。 

 本稿のデータは全て日本のバラエティ番組から収集したものである。発話種類として「返

答文」と「叙述文」に分けて、男女別に各250例，全1000例の発話文を今回の調査データに

した。。 

 分析考察を行った結果、「はい」「うん」「ええ」の機能に関して，「はい」「うん」「ええ」

は発話文の種類や特定の表現によって異なる機能を果たしていることが明らかになった。 

 次に，発話末における「はい」「うん」「ええ」の使用傾向と使い分けについて分析した。

「はい」「うん」「ええ」の使用回数は発話文の種類によらず，「はい」が最も多く使用され，

続いて「うん」が使われ，最も使用数が少ないのが「ええ」である結果が得られた。「はい」

「うん」「ええ」の違いは主に丁寧度の差であるが，丁寧度の他にも使い分けがみられた。

はい」と「ええ」は発話末における肯定応答詞であると同時にフィラーとして前後の文を

つなぐ働きをする発話例がいくつかみられたが，「うん」はこのような発話例がみられな

かった。また，発話文の種類によって使い分けがみられた。返答文と叙述文における使用

回数に差がみられなかった「はい」や「うん」に比べ，「ええ」は返答文において多く使わ

れているが，叙述文における使用例がやや少なかったが，情報共有の視点から使い分けが

存在することがわかった。ほかに，発話が終了する時に聞き手からあいづちを打たれた場

合，「ええ」を加えた用例がほとんどみられなかった。 



 

 さらに，「はい」「うん」「ええ」が発話末に現れる肯定応答詞として，どのような特徴を

持っているかについて考察を進めた。本来，一般的な応答詞として「はい」「うん」「ええ」

は丁寧度の違いによって常体文と敬体文に使い分けられているが，発話末に現れた場合，

「はい」「うん」「ええ」が文体と必ずしも統一されていないことがわかった。 

 また，文頭に否定応答詞が現れた文や否定文では，文末に「はい」「うん」「ええ」が使

用された用例が多くみられ，文末における肯定応答詞の使用が発話文が肯定文であるか否

かには影響されないことが明らかになった。さらに，文末における「はい」「うん」「ええ」

の多用は会話相手以外の第三者に関係していることがわかった。第三者が存在する場合，

発話者が会話に参加しない第三者聞き手に意識しながら発話し，発話末に肯定応答詞をよ

り多く加える傾向がみられた。 

本研究の分析を通して，発話末の「はい」「うん」「ええ」が第三者の存在によって強い

影響を受けている結果が得られたが，第三者がいない会話データが収集されておらず，発

話者と会話相手のみの会話場面を分析することができなかった。この点に関して，今後の

調査が必要であると考える。 

また，発話末に同じ用法と思われる表現の「そう」も多く使用されていた。今後は「は

い」「うん」「ええ」を新たな視点から考察を進めるほかに，文末における「そう」の使用

実態を詳しく分析することを課題の一つとしていきたい。 
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